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小牧市上水道耐震化対策基本計画（平成１７年度作成）

1

都市基盤

○主要幹線の耐震管によるループ化を進め、地震災害発生時の被害抑制を図る。

○耐震管によるループ化を進める。

・主要幹線を耐震管でループ化することで、主要幹線が災害で損傷を受けないか、万一損

傷を受けて断水した場合でも他ルートで配水できるようにします。

　本庄低区配水区内の主要幹線では、平成23年度末までの整備済延長は約16.3㎞で、平

成30年度までに目標値約27.6ｋｍを達成するため、毎年約1.5km耐震管を布設します。

　平成23年度は平成22年度の繰越事業と合わせ約2.7kmを建設係4人で分担し設計から工

事発注、監督までを実施しました。
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 　平成23年度は、平成22年度の繰越事業（1,065.8ｍ）を含め2,743.9ｍのループ管の

一部が完成した。

　これは、平成２1年度より取組んでいる、年平均1.5kmのループ管施工計画の目標値

を若干下回っている。
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年年年年 　ループ化計画作成時の幹線配水管の布設ルートが地形の詳細調査で施工が困難
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　幹線配水管のループ化によって、地震災害において管の破損による断水が大きく軽

減されるばかりでなく、万一の破損においても別ルートからの配水を受けることができ

るため、長時間断水のリスクが大幅に小さくなる。

方向性の判定 現状維持

　ループ化全体を完成させないと、施設が機能を発揮出来ない。

　よって、当該事業は計画通り実施していきたい。
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判　定　理　由

早期完成に向け、道路管理者・河川管理者等との事前調整を十分に行い、必要な

ループ化計画の見直しを行う。
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　ループ化計画作成時の幹線配水管の布設ルートが地形の詳細調査で施工が困難

な箇所が発生している。

　工法変更、ルート変更等ループ化計画の見直しを至急実施したい。


